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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜全体連絡＞
・新型コロナウィルスに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒・まずは内科かかりつけ医に相談し指示に従う。内科かかりつけ医がない場合は青南病院に相談し、指示に従う。4日以上解熱しない場合は八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜看護管理会議からの連絡＞
・マスク手当がスタッフ一人当たり3000円支給になります。
・外来・通所・訪問看護・薬局のカンファの際に各病棟の退院支援者情報を頂き、デイケアの利用について検討していく。
＜書類等の作成・及び点検について＞

『疾患別診療計画書・ラズミー・転倒評価の作成について』

・２人一組で担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成度、電子カルテへの登録が済んでいるか今後確認し期日に間に合わない場合はお互いで協力し期日を守って行う。ラズミー等の評価も同様⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
・疾患別診療計画書のチェックが済みましたので、不備のある利用者様分は5月末までに書類の整備をするように。通所リハのフォルダーにあります。
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
　4月～6月日誌：デイケア：久保・鳥谷部　
　　　　　　　　　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も
　　　　　　　　　デイナイトケア：藤田・戸賀沢
　4月～6月電カル：各担当：2人ペアで確認　
＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載有無
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞
デイケア
・中村　与一郎様～本日朝、特定相談員　森氏より情報提供がある。今朝本人より電話があり、これまで主治医に対する不満、妄想が強かったが、今度は青陽館の特定スタッフの態度について気に入らないと言い、思い出すとイライラして眠れなかったと話しており、本日は就労を休みデイケアに行くと話していた為対応をお願いしたいとの事。デイケアではプログラム中にも関わらず、スタッフを独占して話す為周囲から苦情を受けている事やデイケア終了後も帰らず声高に話し続けている事があると伝えている。デイケアではスタッフを独占し、昨日特定スタッフの態度を素っ気なく感じ、苛々したと話しており、些細な事が気にかかっている様子がある。その一方で信頼しているから嫌われたのではないか心配であると言い、そのように感じて申し訳ないとも話している。辛い思いをしない為にも気になった事は都度、相談して解決する事を提案すると応じている。また、精神的に不安定であると周囲から言われるが、自覚がないと言う為普段より声が大きい事や話題がまとまりない事を伝えると「そうですかね。」と返答している。関係部署に情報提供している。

・駒木　洋士様　～訪問看護師より情報提供がある。先日、デイケアに徒歩で通所した事についてと、「たまたま早起きし気分で歩いて向かった」とのこと。また、同日の16:00過ぎに腰痛により歩けなくなり、タクシーを呼び整形外科を受診し、痛み止めを処方してもらっている。歩行時、座位時に右前傾姿勢となっており、本人は「腰痛があるからこうなる」と話している。デイケアの利用者や知人と遠出することや、物の貸し借りがあったりと普段あまりない行動が見られている。多弁さもみられやや気分高揚している様子あり。自室内は普段と変わらず、食事や睡眠も問題なく生活に支障は見られないとの事。デイケアでは話し掛けは多いが、会話の切り上げは出来ており、プログラムに参加出来ている。

デイナイトケア
・古舘　ヨリ様～　青風荘より情報提供あり。昨日排便-5日目でピコスルファートナトリウム液15滴服用しており、今朝少量の排便があったとのこと。本日のデイナイトケアでは、14時過ぎに軟便中等量よりやや多めに排便あり、スッキリしたと話している。
・岩城　敏夫様～　青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後、脱衣室で肛門に軟膏注入していたところ、馬渡武光様が戸を開けてスタッフに声を掛けてくることがあったが、本人は気にしておらず、トラブルには至らなかったとのこと。その後、冷蔵庫内に本人の飲み物が数本入っているため整理するように声を掛けたところ、「自分で買ってきたのではない、誰かが買ってきて勝手に自分の名前を書いたのだ」と被害的な発言をし、冷蔵庫のドアを何度も開閉していたため、飲み物はスタッフ管理としたとのこと。本日のデイナイトケアでは、上記内容に関する発言は聞かれず、プログラムでは自身の体験を基にした発言が聞かれており、要領よく話すことが出来ている。
・馬渡　武光様　～　青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後、脱衣室で岩城敏夫様が軟膏注入しているところへ、戸を開けてスタッフに声を掛けてくることがあったため、戸を開けずに戸の外からスタッフに声を掛けるか、スタッフが出てくるまで待つように伝えるも、聞き入れる様子なくその場を立ち去っている。岩城敏夫様が気にしておらず、トラブルには至らなかったとのこと。本日のデイナイトケアでは、座学のプログラムに参加した際に、隣の利用者に話し掛けており、プログラムに関係あることか尋ねると、時計を見せるため、プログラムに関係ないことであれば、プログラムが終了してからにするよう声を掛けると、「へへへ」と笑っている。
・鈴木　真知子様～　12：50に胸のあたりがモヤモヤするとの訴えあり、静養室利用希望し、13：20まで利用している。利用後は胸のあたりのモヤモヤ感は良くなったが、体調はパッとしないと話している。過度の水分要求はなく、決まった時間に水分摂取している。　　

ショートケア
・特記無し
